
市町等の高齢者虐待対応窓口（受付記録の作成）

緊急性の判断《コアメンバー》（通報等の内容を詳細に検討）

高齢者の安全の確認その他事実確認（市町と連携）

従事者等による虐待の状況等の公表（毎年度）

虐待防止・高齢者保護を図るため
老人福祉法・介護保険法の規定による権限の適切な行使

［老人福祉法］施設設置者への立入検査、改善命令、事業停廃止命令、認可取消
［介護保険法］施設等からの報告徴収、勧告、措置命令、指定取消

虐待防止・高齢者保護を図るため介護保険法の規定による権限の行使

従事者等による虐待の状況等の報告（毎月）

・施設等からの報告徴収・立入検査・地域密着型サービス事業者の監督　等

養介護施設従事者等による高齢者虐待が認められた場合

事実確認、訪問調査

（直ちに召集）

　ベッドや車椅子などに体を縛りつけるなどの「身体拘束」は、介護保険施設の運営基準において、原則として
禁止されています。身体拘束は、精神的苦痛とともに、関節の拘縮や筋力低下などを引き起こすなど身体的なダ
メージを与えるもので、高齢者虐待にあてはまります。
（介護保険指定基準）
「サービスの提供に当たっては、当該入所者（利用者）または他の入所者（利用者）等の生命または身体を保護
するため緊急やむを得ない場合（※）を除き、身体的拘束その他入所者（利用者）の行動を制限する行為を行っ
てはならない。」

安易な身体拘束は、高齢者虐待です

養介護施設従事者等による高齢者虐待への対応手順

苦情処理窓口
関係機関等へ

ケース会議の開催
《コアメンバー、事例対応メンバー、専門家チーム》

（確認記録をもとに虐待の事実の確認）

通
報

通
報

届
出

・高齢者の状況や事実関係の確認
・報告書の作成
　※必要に応じて県に相談

【　

見　

極　

め　

】

①切 迫 性　…　利用者本人または他の利用者の生命または身体が危険にさらされる可能性が著しく高いこと
②非代替性　…　身体拘束以外に代替する介護方法がないこと
③一 時 性　…　身体拘束が一時的なものであること

Q　緊急やむを得ない場合とは？

A　以下の３つの要件を全て満たしている場合をいう。

従事者等による虐待を受けたと思われる
高齢者を発見した養介護施設従事者等

従事者等による虐待を受けたと
思われる高齢者を発見した者

従事者等による虐待を
受けた高齢者

市　
　

町

福
井
県

養介護施設従事者等による高齢者虐　待が疑われる場合（速やかに召集）

10　施設等における高齢者虐待への対応

「市町村・都道府県における高齢者虐待への対応と養護者支援について」（厚生労働省）より
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